国際連携2018-2-02

2018年度第1回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2018年7月11日（水）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　B3階　B3-1会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　　 堀内　　一     UMLモデリング推進協議会

特別会員       菊川　正博     一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員       祁答院包則     一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員       遠城　秀和     NTTデータシステム技術株式会社
幹事会員       天野　英樹     株式会社グローバルワイズ

幹事会員       中井　基雄     株式会社データ・アプリケーション
幹事会員　　　 藤田　真吾     株式会社JSOL
正　会員       谷川　伸司　   キヤノンITソリューションズ株式会社
賛助会員       川内　晟宏　   特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員       野田　和巳　   特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員       鈴木　耀夫 　   NPO法人観光情報流通機構
事 務 局
       菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

事 務 局
       斉藤　良一     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者13名
４．議事概要　
2018年度第1回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2018-1-01第1回国際連携TF議事次第）
４－１．2018年度国際連携タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任

　今年度のタスクフォース委員の自己紹介を行った。また、今年度のリーダーは堀内　一氏が選出され、議事進行を行った。
（資料：国際連携2018-1-02 2018年度国際連携TF委員名簿）
４－２．2018年度国際連携タスクフォース活動計画
　今年度の2018年度国際連携タスクフォースの活動計画について、事務局菅又より説明があった。
（資料：国際連携2018-1-03　2018年度国際連携TF活動計画）
・活動計画の概要
国際連携タスクフォースは、新たな経済連携協定や貿易円滑化協定などの国際取引の枠組みの中で、商取引・金融・生産の情報連携による第4次産業革命の推進に対応したビジネスインフラ構築のために、関連タスクフォースと国連CEFACT日本委員会・標準促進委員会と協力して、国連CEFACTおよびアジア地域における国際連携調査研究を行う。
　　　１．国連CEFACTにおける国際標準化とその普及
　　　２．新生技術対応ビジネスインフラ研究
・スケジュールについて
　7月から9月は「IoT活用事例調査」を行い、第2回のタスクフォースを9月に開催する。10月の「国連CEFACTフォーラム」を受けて、「ラウンドテーブルの事前調査」を行い、1月に「ラウンドテーブル」を計画する。タスクフォースは4回行う。
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【質疑】

IoTについてSIPSはどう関わるのか？（堀内）
⇒SIPSの今年度活動内容は主にユースケースやアプリケーションの調査を行う。
（菅又）
４－３．国際会議報告
　事務局菅又より以下の国際会議の報告があった。

（１）国連CEFACTフォーラムおよび総会

（資料：国際連携2018-1-04　国連CEFACTフォーラムおよび総会報告）

・第31回国連CEFACTフォーラム会議および総会は、2018年4月22日から5月3日スイスのジュネーブで開催された。

・参加国は39か国、アジアからは13か国、日本からは9名が出席した。

・フォーラムの審議報告としては、サプライチェーンPDAとして4件のプロジェクトの審議があった。特にScheduling Projectでは、日本提案のジャストインタイム製造プロセスが、ハーモナイゼーションも完了し、国連CEFACT共通辞書2018年A版（CCL18A）に掲載され、5月からWEBにて公開された。なお、日本語化も行い間もなく公開予定である。
・今回初めてIoTミニコンファレンスが開催された。White Paperをつくるという方向で進んでおり、IoT技術概要、IoTビジネスアプリケーション、技術相互運用性、分野別事例と4つの分類ごとのプレゼンテーションが実施された。

・ブロックチェーンミニコンファレンスは、主にブロックチェーン白書の内容紹介があった。TFメンバーでもある鈴木氏（NPO法人観光情報流通機構）から若干の説明が行われた。
・人間に関わるIoTデータ取扱いプロジェクトにおいて、日本からの提案があった。IoTデバイス（監視カメラなど）により収集される個人情報に関わるデータの取扱い方のガイダンスを検討するプロジェクト提案。IoT白書プロジェクトの1つの章と位置づけ推進することで出席者の同意を得た。
【質疑】

Q1：国連CEFACTのWhite Paper、Green Paperについて、提出資料の中の記述に関して質問があった。（鈴木）

⇒ODPでは、White PaperはPolicy paper、Green PaperはDiscussion paperと位置付けている。（菅又）
Q2：中企庁のプロジェクトで進められている日本語対応共通辞書の公開はいつからか？（鈴木）

⇒現在検収中であり完了後にはアップする。（菅又）

Q3：その成果物の情報項目は変換ツールのようなものがあるのか？（谷川）

⇒メッセージ設計に使える支援ツールを用意している。（菅又）

Q4：IoTデータ（監視カメラ等）取扱いプロジェクトとSIPSとはどのように係っていくのか？（谷川）

⇒今はまだ直接係ることはない。SIPSとしては情報の提供をしていく。（菅又）

（２）AFACT総会

（資料：国際連携2018-1-05　AFACT総会報告）
・AFACT（アジア太平洋貿易手続簡易化と電子ビジネス促進センター）は、2018年5月8日から5月13日までバングラディッシュのダッカで開催された。
・今回は4か国15名の出席があった。

・AFACTは、20か国のメンバーで構成されているが、総会の出席状況は参加が少なく定数未達の状況にある。規約では50％以上の出席となっており、今後の運営について修正動議を行った。今後改変を含めて議長がメールによる依頼を行う。

・eBusinessサミット
　バングラディシュ国内における貿易手続電子化と電子ビジネス普及に資するため、次の４テーマにつきAFACT参加の専門家による講演を行った。当セミナには、政府関係者を含め、多数の参加者があった。

＜プログラム＞
1 貿易手続のためのDigital Identity（Supachok Jantarapatin：タイ）
貿易手続における金融キャッシュレス・システムにおけるDigital Identityの仕組みを紹介。

2 Digital Trade紹介（Yi-Yuan Yueh：台湾）
Digital Tradeの進展における課題につき解説。

3 貿易手続のための国連CEFACT標準（菅又久直：日本）
昨年、バングラディッシュが国連ESCAPの進める「Framework Agreement on Facilitation of Cross-border Paperless Trade in Asia and the Pacific」に調印したことを踏まえ、当協定に基づくシングルウィンドウの構築に考慮すべき国際標準につき解説。（添付詳細資料あり）
4 日本のシングルウィンドウ（祁答院：日本）

NACCSセンターの了解を得て、頂いた資料の一部をユーザー目線で解説。
【質疑】
特になし。

４－４．新技術の活用と国際標準化

　事務局菅又より新技術の活用と国際標準化について、以下の説明があった。

（１）国連CEFACTにおけるブロックチェーンの取り組み

（資料：国際連携2018-1-06　国連CEFACTにおけるブロックチェーンの取り組み）
・内容は資料を参照のこと。
【質疑】

・ブロックチェーンのミニコンファレンスの予定（2018年10月15日から中国杭州市で開催）があるが、今回は1日コースでなく半日で検討中である。（鈴木）

⇒前回は1日コースだった。半日コースで実施してくれるとありがたい。（菅又）
（２）国連CEFACTにおけるIoTの取り組み

（資料：国際連携2018-1-07  国連CEFACTにおけるIoTの取り組み）
・今回ORACLEの資料を説明した。
・IoTは市場の期待のピーク時にある。ユースケースとしてはいろいろとある。

【質疑】

・この資料はORACLEとして公式のものか？（堀内）

⇒1マネージャとしての見解である。企業のアシストをしている立場からまとめている。

サマリーとしてはよい資料と思い紹介した。（菅又）
（３）自由討議

・SIPSが取り組むべきIoT、ブロックチェーンについて、ラウンドテーブル（2019年1月予定）では内容を絞り込んで実施したい。（菅又）
・2018年10月の国連CEFACTフォーラム（杭州市）では個人情報に関してウフルさんのプレゼンがある。SIPSのタスクフォースでも紹介してもらうなど計画したい。（菅又）
４－５．次回の日程について
　次回の国際連携タスクフォースは以下となりました。

会議名 ：第2回国際連携タスクフォース

日時 　：2018年9月19日（水）14時―17時

場所 　：機械振興会館　6階6－64会議室

以 上
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